
アジ研ワールド・トレンドNo.156（2008. 9）― �

輸
出
大
国
に
な
り
き
れ
な
い
農
業
大
国
イ
ン
ド

久
保
研
介

特 集特 集
●
は
じ
め
に

　

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
イ
ン
ド
政
府
は
高
級
米

バ
ス
マ
テ
ィ
種
を
除
く
米
の
輸
出
を
全
面
的
に
禁

止
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
年
率
一
〇
％
台
の
上
昇

を
続
け
る
米
の
国
内
価
格
を
抑
制
す
る
こ
と
、
そ

し
て
公
的
分
配
シ
ス
テ
ム
（Public D

istribu-
tion System

）
と
呼
ば
れ
る
配
給
制
度
に
必
要

な
政
府
調
達
米
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
生
産

者
や
輸
出
業
者
の
抗
議
を
受
け
、
こ
の
輸
出
規
制

措
置
は
数
週
間
後
に
緩
和
さ
れ
た
。
し
か
し

二
〇
〇
八
年
三
月
に
は
、
経
済
全
体
の
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
背
景
に
、
バ
ス
マ
テ
ィ
以
外
の
米

輸
出
が
再
び
禁
止
さ
れ
た
。

　

こ
の
間
、
世
界
市
場
で
は
イ
ン
ド
国
内
を
は
る

か
に
し
の
ぐ
価
格
高
騰
が
生
じ
て
い
た
。
い
わ
ゆ

る
世
界
食
糧
危
機
で
あ
る
。
米
国
シ
カ
ゴ
商
品
取

引
所
で
は
、
米
の
先
物
価
格
（
二
〇
〇
八
年
七
月

物
）
が
二
〇
〇
七
年
九
月
か
ら
二
〇
〇
八
年
四
月

に
か
け
て
倍
増
。
現
物
価
格
の
上
昇
は
さ
ら
に
激

し
く
、
タ
イ
米
の
輸
出
価
格
は
二
〇
〇
八
年
四
月

ま
で
の
一
年
間
で
三
倍
以
上
に
膨
ら
ん
だ
。
国
際

価
格
急
騰
に
は
、
イ
ン
ド
や
ベ
ト
ナ
ム
が
輸
出
規

制
を
課
し
た
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
寄
与
し
て
い
る
。

　

国
際
市
場
が
逼
迫
し
て
い
る
の
は
米
だ
け
で
は

な
い
。
小
麦
の
国
際
価
格
（U

.S. Gulf

）
は

二
〇
〇
七
年
三
月
か
ら
二
〇
〇
八
年
三
月
に
か
け

て
二・
二
倍
に
上
昇
し
て
お
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

価
格
も
二
〇
〇
六
／
〇
七
年
度
に
約
六
〇
％
上
昇

し
た
後
、
二
〇
〇
七
／
〇
八
年
度
に
も
約
四
〇
％

上
が
っ
て
い
る
。
菜
種
や
大
豆
な
ど
の
油
糧
種
子

も
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
今
日
に
か
け
て
価
格
が
急

上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
農
産
物
価
格
急
騰

の
根
本
的
原
因
と
し
て
は
、
①
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と

菜
種
が
バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
本
格
的
に
利
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
②
原
油
価
格
の
上

昇
に
よ
り
化
学
肥
料
や
燃
料
な
ど
の
投
入
財
コ
ス

ト
、
そ
し
て
海
上
輸
送
コ
ス
ト
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
、
③
イ
ン
ド
・
中
国
を
は
じ
め
と
し
た
経
済

成
長
が
著
し
い
途
上
国
で
食
糧
需
要
が
高
ま
る
な

か
、
世
界
的
な
食
糧
生
産
が
低
成
長
を
続
け
て
き

た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

イ
ン
ド
に
と
り
、
農
産
物
の
国
際
市
場
が
逼
迫

し
て
い
る
今
日
の
状
況
は
、
外
貨
を
獲
得
し
、
農

家
所
得
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
好
機
の
よ
う
に
も

見
え
る
。
実
際
、
輸
出
が
許
可
さ
れ
て
い
る
バ
ス

マ
テ
ィ
米
の
国
内
卸
売
価
格
は
一
年
間
で
倍
増
し
、

二
〇
〇
八
年
五
月
に
は
一
ト
ン
当
た
り
約

二
〇
〇
〇
ド
ル
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
政

府
の
方
針
は
、
あ
く
ま
で
も
米
や
小
麦
な
ど
の
主

要
穀
物
に
つ
い
て
は
輸
出
を
規
制
し
、
国
内
価
格

を
抑
え
つ
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景

に
は
、
二
〇
〇
九
年
五
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
総

選
挙
を
前
に
、
物
価
上
昇
率
を
抑
制
し
た
い
と
い

う
現
政
権
の
意
図
が
見
え
る
。

　

し
か
し
イ
ン
フ
レ
懸
念
以
外
に
も
、
輸
出
抑
制

を
発
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
が
存
在
す
る
。
第

一
に
、
イ
ン
ド
で
は
農
家
が
農
産
物
の
国
際
市
場

か
ら
遮
断
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
投
入
財
の

国
際
市
況
か
ら
も
保
護
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
化
学
肥
料
や
燃
料
の
国
内
価
格
が
、
原
油
国

際
価
格
の
高
騰
に
抗
す
る
形
で
、
低
く
抑
え
ら
れ

て
い
る
の
だ
。
生
産
コ
ス
ト
が
政
策
的
に
抑
制
さ

れ
て
い
る
以
上
は
、
産
出
物
価
格
も
低
く
抑
え
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
の
が
政
府
の
立
場
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
こ
こ
数
年
イ
ン
ド
の
食
糧
生
産
が
好
調

で
あ
る
の
は
好
天
候
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、

今
の
う
ち
に
充
分
な
緩
衝
在
庫
（
バ
ッ
フ
ァ
ー
ス

ト
ッ
ク
）
を
築
い
て
お
き
た
い
と
い
う
意
識
が
働

い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
長
期
的
に
見
る
と
イ

ン
ド
農
業
の
生
産
性
は
停
滞
し
て
き
て
お
り
、
食

糧
安
全
保
障
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

インド経済─成長の条件
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●
穀
物
生
産
の
長
期
的
趨
勢

　

イ
ン
ド
の
農
業
部
門
は
独
立
以
来
、
著
し
い
成

長
を
遂
げ
て
き
た
。
食
糧
穀
物
（
米
、
小
麦
、
メ

イ
ズ
、
そ
の
他
雑
穀
お
よ
び
豆
類
）
の
合
計
生
産

量
は
、
一
九
五
〇
／
五
一
年
度
に
は
五
〇
八
二
万

ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
五
／
〇
六
年
度
に
は

約
四
倍
の
二
億
一
一
七
八
万
ト
ン
ま
で
伸
び
て
い

る
。
食
糧
穀
物
生
産
の
年
平
均
成
長
率
は
約

二・
六
％
で
あ
り
、
一
九
五
一
年
か
ら
二
〇
〇
一

年
ま
で
の
年
平
均
人
口
成
長
率
（
二・
一
％
）
を

充
分
に
上
回
っ
て
い
る 
。

　

生
産
拡
大
の
説
明
要
因
の
一
つ
は
、
土
地
利
用

の
変
化
で
あ
る
。
図
１
は
、
一
九
五
〇
／
五
一
年

度
以
降
の
農
地
面
積
の
変
遷
を
表
し
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
、
耕
地
面
積
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら

一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
拡
大
し
た
も
の
の
、

一
九
七
〇
年
代
以
降
は
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
一
方
、
耕
地
面
積
に
対
す
る
作
付
延
べ
面

積
の
比
率
は
、
一
九
九
〇
年
代
末
ま
で
一
貫
し
て

上
昇
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
灌
漑
の
普
及
で

あ
る
。
本
来
は
雨
期
に
の
み
作
付
け
が
可
能
な
土

地
で
も
、
灌
漑
を
導
入
す
れ
ば
、
乾
期
の
栽
培
も

可
能
と
な
る
か
ら
だ
。
一
九
五
〇
／
五
一
年
度
に

は
、
耕
地
面
積
の
一
八
％
だ
け
が
灌
漑

さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
九
／

二
〇
〇
〇
年
度
に
は
灌
漑
比
率
が

四
〇
％
ま
で
上
が
っ
て
い
る
。
灌
漑
面

積
の
拡
大
に
は
、
公
共
投
資
に
よ
る
ダ

ム
や
水
路
の
建
設
だ
け
で
な
く
、
個
々

の
農
家
に
よ
る
管
井
戸
の
掘
削
も
貢
献

し
た
。
近
年
で
は
、
管
井
戸
（
主
に
電

力
ポ
ン
プ
を
使
う
も
の
）
が
灌
漑
面
積

の
過
半
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る 

。

　

灌
漑
の
普
及
は
、
高
収
量
新
品
種
の

導
入
お
よ
び
化
学
肥
料
の
利
用
増
加
と

相
俟
っ
て
、
飛
躍
的
な
生
産
性
向
上
を

も
た
ら
し
た
。
図
２
は
、
主
要
食
糧
穀

物
に
つ
い
て
、
一
九
五
〇
／
五
一
年
度

の
単
位
面
積
あ
た
り
収
量
（
単
収
）
を

一
〇
〇
と
し
、
二
〇
〇
四
／
〇
五
年
度

ま
で
の
変
遷
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

小
麦
は
一
九
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
七
〇

年
代
初
め
ま
で
急
速
に
単
収
が
向
上
し
、
そ
の
後

も
一
九
九
〇
年
代
ま
で
上
昇
が
続
い
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
米
の
単
収
も
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら

一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
着
実
に
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
こ
そ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
緑
の
革
命
」
の
成
果

で
あ
る
。
イ
ン
ド
農
政
は
、
一
九
七
〇
年
代
末
に

食
糧
自
給
を
達
成
さ
せ
た
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
（
参
考
文
献
②
）。
独
立
以
後
、穀
類
（
米
、

小
麦
、
メ
イ
ズ
お
よ
び
そ
の
他
雑
穀
）
の
輸
入
超

過
が
続
い
て
い
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
純

輸
入
ゼ
ロ
が
達
成
さ
れ
て
以
後
は
、
概
ね
輸
出
超

過
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、

米
と
小
麦
の
単
収
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
そ
の
理

由
の
一
つ
は
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
収
量
成
長
を

牽
引
し
続
け
て
き
た
高
収
量
品
種
、
管
井
戸
灌
漑
、

そ
し
て
化
学
肥
料
の
普
及
が
一
段
落
つ
い
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
投
入
物
を
利
用
で
き
る
地
域

で
は
、
既
に
普
及
が
完
了
し
つ
つ
あ
る
。
今
後
の

生
産
性
成
長
は
、
水
路
灌
漑
が
未
整
備
で
あ
り
、

か
つ
未
だ
管
井
戸
灌
漑
を
利
用
で
き
な
い
よ
う
な

地
域
（
地
下
水
あ
る
い
は
電
力
供
給
に
恵
ま
れ
な

い
地
域
）
に
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。
も
う

一
つ
の
理
由
は
、
管
井
戸
灌
漑
が
盛
ん
な
農
業
先

進
地
域
で
、
地
下
水
の
涵
養
量
（
降
水
お
よ
び
河

川
水
か
ら
の
供
給
量
）
を
上
回
る
過
剰
な
揚
水
が

行
わ
れ
、
地
下
水
面
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
だ
。

　

図
３
と
図
４
は
、
そ
れ
ぞ
れ
米
と
小
麦
の
需
給

動
向
を
辿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
目
を
引
く
の

は
、
生
産
と
消
費
の
成
長
が
近
年
減
速
し
て
い
る

こ
と
だ
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
経
済
成
長
に
伴
い

％ ％

図１　土地利用の時系列的変化

図２　主要食糧穀物の収量の推移（1951/52年度=100）

米
小麦
ソルガム
メイズ
豆類

（出所）�Government of India, Ministry of Agriculture. Agricultural Statistics at a Glance 2006-07 
から筆者作成。

（出所）�Government of India, Ministry of Agriculture. Agricultural Statistics at a Glance 2006-07 
から筆者作成。
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イ
ン
ド
国
民
の
食
生
活
が
変
化
し
、
一
人
当
た
り

穀
物
消
費
量
が
微
減
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き

る
。
し
か
し
タ
イ
の
よ
う
に
経
済
成
長
と
並
行
し

て
穀
物
生
産
量
が
増
加
し
続
け
、
輸
出
大
国
と
し

て
君
臨
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
イ
ン
ド
の
穀
物
セ

ク
タ
ー
が
そ
の
よ
う
な
発
展
経
路
に
乗
れ
て
い
な

い
の
は
、
前
段
で
述
べ
た
よ
う
に
生
産
性
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
か
ら
だ
。

　

図
３
、
図
４
で
も
う
一
つ
興
味
深
い
の
は
、
在

庫
と
輸
出
入
の
動
向
で
あ
る
。
米
、
小
麦
と
も
に

一
九
九
九
／
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
在
庫
量
が
急
拡

大
し
た
の
ち
、
数
年
の
う
ち
に
縮
小
し
て
い
る
。

在
庫
が
伸
び
た
の
は
、
政
府
が
穀
物
を

買
い
付
け
る
際
の
最
低
支
持
価
格

（M
inim
um
 Support Price

）
が
、

一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
高
く
設
定
さ

れ
す
ぎ
た
か
ら
で
あ
る
（
参
考
文
献

①
）。
農
家
が
高
い
最
低
支
持
価
格
に

惹
か
れ
て
作
付
け
を
増
や
す
一
方
で
、

イ
ン
ド
政
府
は
そ
の
価
格
で
穀
物
を
買

い
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
政
府
保
有

在
庫
が
急
速
に
膨
張
し
た
。
過
剰
在
庫

処
分
の
手
段
と
し
て
採
ら
れ
た
の
が
、

国
際
市
場
へ
の
放
出
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
／
〇
二
年
度
以
降
、
米
と
小

麦
の
輸
出
量
が
大
き
な
値
を
示
す
一
方

で
、
在
庫
が
縮
小
に
転
じ
て
い
る
の
は
、

政
府
に
よ
る
在
庫
穀
物
の
輸
出
を
表
し

て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
二
〇
〇
一

／
〇
二
年
度
以
降
の
イ
ン
ド
の
穀
物
輸

出
が
、
年
間
生
産
量
と
比
べ
る
と
ご
く
少
量
に
見

え
る
も
の
の
、
国
際
市
場
に
占
め
る
パ
ー
セ
ン

テ
ー
ジ
と
し
て
は
驚
く
ほ
ど
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
イ
ン
ド
が
二
〇
〇
一
／
〇
二
年
度
に
輸

出
し
た
米
は
約
六
三
〇
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
こ

れ
は
同
年
の
世
界
貿
易
量
の
約
二
三
％
で
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
三
／
〇
四
年
度
に
お
け
る
イ
ン
ド

の
小
麦
輸
出
量
（
約
五
六
五
万
ト
ン
）
は
、
同
年

の
世
界
貿
易
量
の
約
五
％
を
占
め
て
い
た
。
世
界

市
場
で
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
シ
ェ
ア
を
有
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
３
、
図
４
か
ら
見
て
と
れ

る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
の
穀
物
輸
出
は
極
め
て
不
安

定
な
の
で
あ
る
。

●
さ
ら
な
る
農
業
成
長
に
向
け
て

　

イ
ン
ド
で
は
年
率
一
％
を
超
え
る
人
口
成
長
が

続
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
人
当
た
り
穀
物
摂

取
量
が
多
少
低
下
し
よ
う
と
も
、
穀
物
の
必
要
量

は
今
後
も
増
え
続
け
る
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、

今
回
の
世
界
食
糧
危
機
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

穀
物
供
給
量
の
不
足
時
に
お
い
て
輸
入
に
頼
る
こ

と
に
は
大
き
な
リ
ス
ク
が
伴
う
。
事
実
、
イ
ン
ド

が
国
内
消
費
の
約
四
〇
％
を
恒
常
的
に
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
食
用
油
は
価
格
上
昇
が
激
し
く
、
例

え
ば
ヒ
マ
ワ
リ
油
価
格
は
二
〇
〇
八
年
二
月
ま
で

の
半
年
間
に
六
八
％
上
昇
し
て
い
る
（"C

ustom
s 

D
uty on C

ooking O
ils Slashed," The H

indu 

B
usiness Line, 21 M

arch 2008

）。

　

イ
ン
ド
が
増
え
続
け
る
国
内
食
糧
需
要
を
満
た

し
、
食
糧
安
全
保
障
を
保
つ
た
め
に
は
、
農
業
生

産
を
近
年
よ
り
も
速
い
ペ
ー
ス
で
増
や
す
必
要
が

あ
る
。
そ
の
手
段
と
し
て
有
望
な
の
は
、
未
だ
生

産
性
を
伸
ば
す
余
地
が
あ
る
地
域
、
す
な
わ
ち
灌

漑
が
未
整
備
の
地
域
に
向
け
た
公
共
投
資
で
あ
る
。

と
く
に
灌
漑
水
路
の
建
設
と
電
力
供
給
の
整
備
は
、

生
産
性
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
期
待
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
図
５
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
一
九
八
〇

年
代
と
一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
、
農
業
向
け
公

共
投
資
の
実
質
額
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。
公
共

投
資
が
行
わ
れ
た
場
合
で
も
、
そ
れ
が
農
業
生
産

の
拡
大
へ
と
繋
が
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。

世
界
銀
行
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
の
中
央
政
府
お
よ

び
各
州
政
府
は
毎
年
数
多
く
の
灌
漑
プ
ロ
ジ
ェ
ク

市場年（10～9月）

10
0万
ト
ン

生産量
国内消費量
輸出量
期末在庫量

図３　インドにおける米の需給動向

（出所） �United States Department of Agriculture, Foreign Agricultural Service. Production, Supply 
and Distribution Onlineから筆者作成。

市場年（4～3月）

10
0万
ト
ン

生産量
国内消費量
輸出量
輸入量
期末在庫量

図４　インドにおける小麦の需給動向

（出所）�United States Department of Agriculture, Foreign Agricultural Service. Production, Supply 
and Distribution Onlineから筆者作成。
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ト
に
着
手
す
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
が
未
完
成
の

う
ち
に
放
置
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
一
年
か
ら

二
〇
〇
二
年
ま
で
の
間
に
建
設
が
開
始
さ
れ
た
大

規
模
灌
漑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
三
〇
八
件
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
完
成
し
た
も
の
は
僅
か
一
四
九
件

（
四
八・
四
％
）
に
過
ぎ
な
い
（
参
考
文
献
④
）。

ま
た
、
既
存
の
灌
漑
水
路
が
、
浚
渫
な
ど
に
よ
る

維
持
管
理
が
足
り
な
い
た
め
に
劣
化
し
、
農
業
成

長
に
貢
献
で
き
て
い
な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
多
い
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
再
び
農
業
向
け

公
共
投
資
額
が
増
え
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
肝

要
な
の
は
投
資
を
確
実
に
生
産
性
向
上
に
結
び
つ

け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

図
５
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
半

ば
以
降
、
農
業
部
門
の
資
本
形
成
に
占
め
る
民
間

投
資
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
、

地
下
水
灌
漑
に
使
う
管
井

戸
お
よ
び
揚
水
ポ
ン
プ
に

向
け
た
投
資
で
あ
る
。
管

井
戸
灌
漑
の
普
及
は
、
地

下
水
資
源
に
恵
ま
れ
た
地

域
に
の
み
恩
恵
を
も
た
ら

し
、
地
下
水
面
の
低
下
と

い
う
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
緑
の
革
命
以
後

の
イ
ン
ド
農
業
の
成
長
は
、

地
下
水
灌
漑
を
な
く
し
て

語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
後
の
農
業
成
長
も
、
地

下
水
資
源
に
少
な
か
ら
ず

依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ

ろ
う
。
そ
の
際
に
必
要
な
の
は
、
今
日
の
過
剰
な

地
下
水
利
用
を
誘
発
し
て
い
る
政
策
体
系
、
と
く

に
農
業
向
け
電
力
利
用
に
対
す
る
補
助
金
制
度
な

ど
を
改
革
す
る
こ
と
で
あ
る
。

●
お
わ
り
に

　

二
〇
〇
七
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
の
世
界
食
糧

危
機
に
際
し
て
、
イ
ン
ド
は
い
ち
早
く
輸
出
規
制

を
実
施
し
た
。
そ
の
行
動
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド
は

世
界
的
な
穀
物
価
格
急
騰
に
一
役
買
っ
た
と
さ
え

言
え
る
。
中
国
に
関
し
て
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、

今
日
の
イ
ン
ド
は
農
業
大
国
で
は
あ
っ
て
も
、
安

定
し
た
輸
出
大
国
で
は
な
い
の
だ
。
そ
の
理
由
と

し
て
屡
々
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
両
国
の
目
覚
ま
し

い
経
済
成
長
で
あ
る
。
国
民
の
所
得
向
上
と
そ
れ

に
伴
う
食
生
活
の
変
化
が
、
国
内
の
増
産
で
は
追

い
つ
か
な
い
ほ
ど
、
食
糧
消
費
を
高
め
て
い
る
と

い
う
筋
書
き
で
あ
る
。

　

こ
の
筋
書
き
は
、
巨
視
的
に
は
誤
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
作
物
毎
の
動
向
を
鑑
み
る
と
、
安
易
過
ぎ

る
見
方
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
ず
、
イ
ン

ド
で
は
経
済
成
長
に
伴
っ
て
、
米
と
小
麦
の
一
人

あ
た
り
消
費
量
は
低
下
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
自
給
の
維
持
さ
え
危
う
く
な
り
つ
つ

あ
る
の
だ
。
両
作
物
の
生
産
量
お
よ
び
生
産
性
の

頭
打
ち
が
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。
一
方
で
、
所
得

向
上
と
と
も
に
食
用
油
や
メ
イ
ズ
な
ど
の
飼
料
作

物
の
消
費
が
増
え
て
い
る
。
イ
ン
ド
は
メ
イ
ズ
に

関
し
て
は
自
給
が
で
き
て
い
る
が
、
食
用
油
に
つ

い
て
は
輸
入
依
存
度
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
の
農
業
生
産
が
、
今
後
も
停
滞
を
続
け

る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
国
内
に
は
、
灌
漑

設
備
へ
の
投
資
を
通
じ
て
、
生
産
性
を
ま
だ
伸
ば

せ
る
地
域
が
存
在
す
る
か
ら
だ
。
し
か
し
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
公
共
投
資
や
補
助
金
制
度

の
あ
り
方
を
大
幅
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
世
界

的
食
糧
需
給
の
安
定
性
が
、
イ
ン
ド
農
政
の
今
後

の
展
開
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
か
ろ
う
。

（
く
ぼ　

け
ん
す
け
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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図５　農業向け投資の推移

（出所）�参考文献③およびGovernment of India, Ministry of Finance, �
Economic Survey 2006-07 から筆者作成。


